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五
千
年
の
歴
史 

中
国
人
と
日
本
人
の
思
考
で

根
底
か
ら
異
な
る
点
は
歴
史
の

長
さ
、
土
地
の
広
大
さ
、
人
口
の

多
さ
が
あ
る
。
我
々
日
本
人
は
、

中
国
四
千
年
の
歴
史
と
習
っ
て
き

た
が
彼
ら
は
五
千
年
の
歴
史
と

教
育
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
書
と
し

て
著
明
な
司
馬
遷
の
史
記
は

我
々
も
知
っ
て
い
る
が
、
中
国
人

は
教
養
書
と
し
て
三
国
志
、
水
滸

伝
、
西
遊
記
、
紅
楼
夢
を
四
大

文
学
書
と
思
っ
て
親
し
ん
で
い
る

よ
う
だ
。
ど
こ
の
本
屋
に
行
っ
て

も
こ
の
四
文
学
書
は
陳
列
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
世
界
の
偉
人
伝
書
に

日
本
人
は
殆
ん
ど
見
か
け
な
い
が

松
下
幸
之
助
だ
け
は
欧
米
人
同

様
単
行
本
と
し
て
も
発
行
さ
れ

て
い
た
。
中
国
人
は
中
華
思
想
を

植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
最
近
の
若
者
に
と
っ
て

そ
れ
よ
り
実
用
的
な
西
洋
や
日

本
の
進
ん
だ
科
学
を
学
び
た
い
ら

し
い
。
そ
こ
で
国
内
の
上
級
学
校

や
海
外
の
学
校
へ積
極
的
に
留
学

す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
中

国
人
は
長
い
歴
史
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
他
民
族
（
元
や
清
政
府
）
に

支
配
さ
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
自
国

政
府
に
頼
ら
ず
に
自
分
自
身
に

知
識
を
蓄
え
る
こ
と
の
重
要
さ

を
よ
く
心
得
て
い
る
。
優
秀
な
若

者
に
親
兄
弟
だ
け
で
な
く
親
戚

一
同
が
お
金
を
援
助
し
学
ば
せ

て
、
将
来
そ
の
見
返
り
を
期
待
し

て
い
る
。 

無
錫
エ
プ
ソ
ン
ト
ヨ
コ
ム 

土
地
の
広
さ
は
ア
メ
リ
カ
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ

る
。
我
々
は
中

国
地
図
を
見

て
無
錫
は
上

海
の
す
ぐ
そ

ば
で
東
シ
ナ
海
に
近
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
海
岸
か
ら
約
百
五
十
キ

ロ
メ
ー
タ
も
離
れ
て
い
る
。
私
が

無
錫
に
居
た
当
時
無
錫
人
の
多

く
が
海
を
見
た
こ
と
は
な
い
と
言

っ
て
い
た
。
当
然
内
陸
の
四
川
省

な
ど
に
生
ま
れ
た
一
般
の
人
は
沿

海
地
方
に
出
稼
ぎ
で
も
し
な
い
限

り
海
に
は
縁
が
な
い
。
中
国
人
の

土
地
利
用
に
た
い
す
る
感
覚
は

日
本
人
と
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
い
、

む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
人
に
近
い
。 

ト
ヨ
コ
ム
工
場
（
現 

無
錫
エ
プ
ソ

ン
ト
ヨ
コ
ム
）
の
あ
っ
た
無
錫
新
区

工
場
団
地
の
総
面
積
は
日
本
の

工
場
団
地
の
比
で
は
な
い
。
同
じ

工
場
団
地
内
で
も
他
の
会
社
に

歩
い
て
行
け
な
い
く
ら
い
広
い
。 

人
の
多
さ
に
も
び
っ
く
り
す
る
。

十
三
億
人
の
人
口
が
日
本
の
二

十
六
倍
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
の

だ
か
ら
日
本
に
較
べ
総
人
口
密

度
は
低
い
は
ず
だ
が
、
中
国
各
市

街
に
は
人
が
う
よ
う
よ
い
る
。
最

近
の
中
国
人
の
多
く
が
尊
敬
し
て

い
る
政
治
家
三
人
孫
文
、
毛
沢

東
、
鄧
小
平
と
い
う
人
が
多
い
の

も
日
本
人
か
ら
見
て
な
る
ほ
ど
と

思
え
る
。
中
国
歴
史
上
の
四
大

美
人
は
西
施
、
王
昭
君
、
虞
美
人
、

楊
貴
妃
と
の
説
が
あ
る
が
こ
れ
ほ

ど
人
が
多
く
歴
史
も
長
い
と
選

ぶ
の
に
苦
労
し
た
と
思
う
。 

近
代
の
中
国
情
勢 

無
錫
市
で
も
市
街
地
に
二
百

万
人
が
住
み
、
日
曜
日
の
街
は
人

で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
上
海
、
北

京
を
初
め
と
し
て
無
錫
ク
ラ
ス
以

上
の
都
市
が
中
国
内
に
何
十
も

あ
る
の
で
、
都
市
人
口
だ
け
で
も

想
像
を
絶
す
る
。
そ
れ
で
も
一
人

っ
子
政
策
の
た
め
か
街
に
子
供
は

比
較
的
少
な
い
。
都
会
の
若
者
は

日
本
人
同
様
携
帯
電
話
を
持
ち

歩
い
て
い
る
。 

そ
の
国
民
一
人
一
人
に
番
号

が
与
え
ら
れ
全
員
が
身
分
証
明

書
を
持
ち
歩
い
て
い
る
。
飛
行
機

に
乗
る
と
き
や
警
官
が
提
示
を

求
め
た
時
そ
れ
を
見
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

ま
だ
農
村
部
は
貧
し
い
が
中
国

都
市
部
の
消
費
物
資
は
計
り
知

れ
な
い
。
高
速
道
路
で
は
豚
や
鶏
、

野
菜
を
目
い
っ
ぱ
い
積
み
込
ん
だ

ト
ラ
ッ
ク
を
よ
く
見
か
け
る
。
今

に
も
鶏
や
野
菜
が
荷
台
か
ら
落

ち
そ
う
な
積
み
方
で
、
大
都
市

上
海
や
北
京
へ
の
物
資
の
供
給
が

よ
く
保
て
る
も
の
だ
と
感
心
す
る
。  

中
国
は
社
会
主
義
市
場
経
済
と

言
っ
て
い
る
が
資
本
主
義
社
会
と

似
通
っ
て
い
る
。

日
本
と
大
き
く

異
な
る
の
が
土

地
は
国
家
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の

土
地
を
借
り
て
家
や
工
場
を
建

て
る
こ
と
に
な
る
。
ト
ヨ
コ
ム
の
無

錫
工
場
は
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
ま
り
の
土
地
を
五
十
年
契
約

で
借
り
た
。
外
資
工
場
に
対
す
る

借
用
期
間
は
通
常
五
十
年
ま
で

だ
が
個
人
の
家
は
七
十
年
の
借

地
権
が
得
ら
れ
る
よ
う
だ
。 

一
党
独
裁
の
良
し
悪
し 

各
外
資
会
社
は
当
初
借
地
権

を
購
入
し
毎
年
建
物
の
固
定
資

産
税
を
払
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
土
地
に
つ
い
て
は
日
本
の
律

令
時
代
を
思
い
起
こ
す
が
私
は
こ

の
制
度
の
利
点
も
少
な
く
な
い
と

思
っ
た
。
と
く
に
日
本
の
バ
ブ
ル
崩 

               壊
は
土
地
高
騰
が
は
じ
け
て
社

会
を
狂
わ
せ
た
も
の
で
、
こ
れ
が

借
地
権
だ
と
そ
れ
ほ
ど
高
騰
し

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 

最
近
中
国
で
高
速
道
路
や
高

速
鉄
道
が
短
期
間
に
出
来
上
が

る
要
因
の
一
つ
は
土
地
の
利
用
法

を
国
家
が
決
め
る
た
め
、
土
地
買

収
の
手
間
が
省
け
る
こ
と
だ
。
た

だ
現
在
の
中
国
で
は
共
産
党
政

府
が
そ
れ
を
勝
手
に
決
め
て
一

般
国
民
が
悲
惨
な
目
に
あ
う
問

題
も
発
生
し
て
い
る
。
無
錫
で
も

古
い
家
に
赤
紙
貼
ら
れ
そ
の
直

後
壊
さ
れ
て
近
代
的
な
施
設
に

変
え
ら
れ
て
ゆ
く
場
面
を
目
に

し
た
。
こ
の
と
き
の
借
地
権
補
償

が
充
分
で
な
い
よ
う
だ
。
お
上
が

強
く
、
一
党
独
裁
か
ら
く
る
弊

害
に
対
す
る
抗
議
運
動
が
最
近

よ
く
聞
か
れ
る
。  

（了
） 

世
界
を
読
む 

現
代
中
国
事
情 

久
玉
理
事 

世
界
に
お
け
る
経
済
的
地
位
で
中
国
が
ア
メ
リ
カ
に
つ
ぐ
大
国
に
な
っ

た
。
今
後
隣
国
日
本
へ
の
影
響
を
考
え
る
に
、
２
０
０
１
年
か
ら
０
６
年

に
か
け
て
体
験
し
た
中
国
江
蘇
省
無
錫
（
ウ
ー
シ
ー(

む
し
ゃ
く)

）
市

を
中
心
と
し
た
市
民
気
質
を
お
伝
え
し
た
い
。 

 

着任当時の東洋通信機(無錫)有限公司 
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東朋会 各地の会員活動 
仲間と集う・人生を楽しむ・ライフワー  

ク・技を極める・悟りを啓く 

 
大会に向け、切磋琢磨する会員 

寒川ＯＢ会健康講座 (報告) 

「薬の正しい飲み方」 

５月２６日(土)東朋会湘南クラブハウス 

講師  徳洲会総合病院 

 薬剤部 

久保田主任 

参加者 

 ３０名 

 

東
朋
会 

寒
川
Ｏ
Ｂ
会 

「夏
の
集
い
」の
お
し
ら
せ 

  

寒
川
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、 

「夏
の
集
い
」を
企
画 

い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
貸
し
切
り 

バ
ス
を
利
用
い
た
し 

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

月
日 

七
月
六
日
（金
）～ 

七
日
（土
） 

一
泊
二
日 

宿
泊 

東
伊
豆
熱
川
温
泉 

「熱
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」 

会
費 

男
性 

一
一
、
〇
〇
〇
円
・
女
性 

 
 

 
 

 

一
〇
、
〇
〇
〇
円
（バ
ス
代
含
む
） 

※
定
員
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
募
集
は
締 

め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
沢
山
の
申 

し
込
み
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
展望大浴場 

 

京浜ＯＢ会行事のご案内 

羽田空港国際線・国内線見学 

（プラネタリウムも観ます） 

  ６月１３日 （水曜日） 

集合場所：京浜川崎駅改札口 

集合時間：午前１０時 

（交通費、食事、飲み物、等は 

個人負担です。） 

 

 
 

 
 

東朋会ゴルフコンペ開催ご案内        ちょっと涼しい富士の裾野で楽しみましょう！  

日  時：平成２４年７月２５日（水）           場所：南富士カントリークラブ 

スタート：９時１５分  アウト・イン 同時スタート 

組  数：アウト・イン 各３組（２４名）     

プレー費：１１，０００円の予定。（食事・キャディ付き） 

 
   

平
成
２
４
年
度 

福
東
Ｏ
Ｂ
会
総
会
（報
告
） 

福
東
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
５
月
２
０
日

（
日
）
伊
達
市 

保
原
中
央
公
民

館
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

会
長
挨
拶
に
始
ま
り
、
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
２
４
年
度
活
動

計
画
と
議
事
は
粛
々
と
進
み
、
会

員
近
況
報
告
に
つ
な
が
り
、
記
念

撮
影
で
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

夕
刻
か
ら
は
、
会
場
を
懇
親
会
へ

と
移
し
、
一
層
の
団
結
が
図
ら
れ

ま
し
た
。 

参
加
人
員
：２
３
名 

平
成
二
十
四
年
四
月
九
日
（月
）午
後
一
時
よ
り
湘
南
ク
ラ
ブ 

ハ
ウ
ス
に
於
い
て
「東
朋
会
囲
碁
ク
ラ
ブ
定
時
総
会
」が
全
員
出
席 

の
も
と
開
催
し
、
新
役
員
と
活
動
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
新
役
員
の
承
認 

会
長 

 

森 

二
郎 

副
会
長 

村
岡 

憲
弘 

顧
問 

 

皆
吉 

二
三
也 

幹
事 

 

重
松 

武
紀 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

石
田  

稔 

宗
像 

克
典 

伊
藤 

竹
治 

二
、
活
動
の
承
認 

①
囲
碁
を
通
し
て
地
域
と
の
交
流
推
進 

②
春
秋
囲
碁
大
会
の
充
実 

③
囲
碁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
の
育
成 

  

東朋会囲碁倶楽部 （報告） 

平成二十四年度定時総会を開催 

『囲碁雑感』昔の有名な歌の 

一節に『治安興亡夢に似て、 

世は一局の碁なりけり』と言う 

のがあります。 

この歌詞が妙に実感として胸

に響く今日このごろです。 

        （記：森 二郎） 

 

京
浜
Ｏ
Ｂ
会
お
花
見 

４
月
５
日(

木) 
 

津
田
山 

緑
ヶ
丘
霊
園 

 

好
天
の
下
で
２
０
名 

の
参
加
が
あ
り
ま
し 

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寒
川
Ｏ
Ｂ
会
お
花
見 

４
月
７
日(
土) 

寒
川
水
道
記
念
館 

水
の
広
場 

快
晴
の
下
、
６
５
名
の 

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

  

ＯＯＢＢ会会  おお花花見見（（報報告告））  

湘
南
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の 

草
刈
り(

報
告) 

寒
川
Ｏ
Ｂ
会
の 

ご
協
力
に
よ
り 

写
真
の
よ
う
に 

綺
麗
に
な
り
ま 

し
た
。 
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